
令和３年度中学校第２学年数学正答表

大問 小問
通し

正 答 備 考 大問 小問
通し

正 答 備 考番号 番号
すべてで

(1) １ ２，１３ きて正答 13 ① ６７５（分）

(2) ２ イ (1) 14 ② １６（％）

１

(3) ３ ウ 15 ③ イ

例
(4) ４ Ａ（ ２ ， －６ ） ２年生と３年生の２つの度数分布

多角形が同じような形で，３年生
の度数分布多角形の方が，２年生

５ ① ５００ x ＋８００ y（円） ４ の度数分布多角形より右側にある。
したがって，３年生の方が２年生

例 指定され より，テスト前の家庭学習時間が
(1) １個５００円の弁当の た言葉を 長い人の割合が多い傾向にあると

６ ② 販売個数は，１個８００ 用い，同 (2) 16 いえる。
円の弁当の販売個数 様のこと

の２倍以上である。 が書けて 備考
いれば可 ( a)３年生の度数分布多角形の方が

右側にあること
７ ① ３６（個） ( b)３年生の方が２年生より，テス

ト前の家庭学習時間が長い人の
仮平均を１５０個とすると， 割合が多い傾向にあること

※(a)，(b)が記述できていれば正答
例１

両方でき１５０＋｛（＋８）＋（－１３）＋０ ① て正答＋（－９）＋（＋１０）＋（＋２３）＋
17（＋１６）｝÷７＝１５０＋５＝１５５

２ ② エ
例２

(1)販売個数と仮平均との違いの
両方でき部分の平均は， ③ ＢＨＳ て正答

(2)
｛ （＋８）＋（－１３）＋０＋（－９）

18＋（＋１０）＋（＋２３）＋（＋１６）｝

８ ②
÷７＝５

④ ア
仮平均の１５０個に，求めた平均
の５個をたす。

図３
(2) 19だから，月曜日から日曜日ま

での弁当の販売個数の平均は
１５５ 個である。

備考
( a)仮平均を使って平均を求め
る式や言葉を記述している
こと

(b)平均１５５個 ５
※(a)，(b)の両方できて正答

９ ① （a ＝）１０
(1)

10 ② １２π（ cm） 例

【∠ＲＴＸの二等分線】

11 ① イ ① 点Ｔを中心とする円をかく。

② ①の円と直線ＲＴ，ＸＴとの交点をそれぞれ中心として，

３ 例 等しい半径の円をかく。

中心角の大きさと半径の長さの ③ ②の２円の交点と点Ｔを通る直線をかく。

関係を表す式に y ＝８を代入し 【∠ＲＴＸの二等分線上の点Ｔを通る垂線】

(2) て，x の値を求める。 ④ ①の円と∠ＲＴＸの二等分線との２つの交点をそれぞれ中心

12 ② として，等しい半径の円をかく。

備考 ⑤ ④の２円の交点と点Ｔを通る直線がＫＬとなる。

y に８を代入することが書け
ていれば可 備考

作図方法が正しければ可

Ｔ

Ｘ

Ｋ

Ｌ

Ｒ
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